
鎮守府日本遺産に関する最新の研究成果と魅力の発信を目的としてシンポジウ

ムを開催します。

本事業は，旧軍港四市の持ち回りにより開催しておりますが，今年度は，鎮守府

日本遺産のストーリーが文化庁により重点支援地域に選定されたことを受けて,文

化観光施策が今後どのように展開していくのか，行政の視点を交えてディスカッシ

ョンを行うこととします。 

なお，当該事業は旧軍港市日本遺産活用推進協議会の主催のもと，四市の連携に

より実施するものです。 

１ 主  催  旧軍港市日本遺産活用推進協議会

２ 日  時  令和７年１２月７日（日）  

第１部（研究発表）９：００～１２：００  

第２部（シンポジウム）１３：００～１６：００

※第１部（研究発表）は旧軍港市日本遺産学術調査研究会が主

体となり実施

３ 場  所  新日本造機ホール（呉市役所１階）

４ 参加方法等  

(1) 参加費：無料

（2）対象者：呉市の歴史文化やまちづくりに関心がある市民や学生等

(3) 定 員：200 名（事前予約制）

５ 内  容（第２部：シンポジウム）  

(1) テーマ：鎮守府日本遺産のストーリーを活かした文化観光事業の展望

(2) 登壇者

ア 基調講演  戸髙一成氏（呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）館長） 

イ 事例紹介  大之木小兵衛氏（株式会社大之木ダイモ代表取締役社長）

 高田真氏（アーキウォーク広島代表）  

ウ パネルディスカッション

丁野朗氏（日本観光振興協会総合研究所顧問）

横須賀市，呉市，佐世保市，舞鶴市の文化観光担当職員

広島県呉市  

報道発表資料

令和７年１１月１０日 

文化スポーツ部文化振興課 

0823-25-3460

「鎮守府日本遺産シンポジウム in 呉」の実施について 



 

 

 

令和７年（2025年）11月 10日 

 

 報道関係者 各位 

 

旧軍港市日本遺産活用推進協議会  

会長 鴨田 秋津 

 

旧軍港四市（横須賀・呉・佐世保・舞鶴）による 

「旧軍港四市 鎮守府日本遺産シンポジウム in 呉」の開催について 

（お知らせ） 

 

平成 28年に文化庁の認定を受けた日本遺産「鎮守府 横須賀・呉・佐世

保・舞鶴 ～日本近代化の躍動を体感できるまち～」にちなみ、日本遺産の魅

力と活用、鎮守府遺産の調査と研究意義の発信を目的としたシンポジウムを令

和２年度から毎年開催しています。 

今年度は呉市において、１部では四市の旧軍遺産の研究者による学術研究発

表、２部のシンポジウムでは、「日本遺産鎮守府のストーリーを活かした文化

観光事業の今後の展望」をテーマに、呉市海事歴史科学館（大和ミュージア

ム）館長戸髙一成氏による基調講演と、日本観光振興協会総合研究所顧問であ

る丁野朗氏と四市の文化観光事業の推進に携わる担当職員を交えたパネルトー

クを開催しますのでお知らせします。 

 

 

記 

 

 

１ 日時   令和７年 12月７日（日）9：00～16：00 

 

２ 場所   新日本造機ホール（呉市中央 4-1-6） 

                                 

３ 定員   各部 200名（申込制） 

 

 ４ 内容   別紙チラシ 

 

【問い合わせ先】 

呉市文化スポーツ部 文化振興課（担当：荒平） 

TEL：0823-25-3462 Mail：bunsin@city.kure.lg.jp 

旧軍港四市シンボルマーク 

広 報 資 料 
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参加費：無料、先着200名（事前申込制）

問合せ先：呉市文化振興課

 Tel :  0823-25-3462　Mail :  bunsin@city.kure. lg . jp

主催：旧軍港市日本遺産活用推進協議会
プログラム等
詳細はこちら

2025年12月7日（日）  新日本造機ホール

第2部（シンポジウム）

13:00－16:00

鎮守府日本遺産のストーリーを核とする

各市の取組や今後の展望について話し合います

第1部（研究発表）

9:00－12:00

「理系で読み解く日本遺産」をテーマに

旧軍遺産の最新の調査・研究の成果をお伝えします

登壇者 

3. パネル
 ディスカッション

コーディネーター：丁野朗氏（日本観光振興協会総合研究所顧問）
パネラー：横須賀市，呉市，佐世保市，舞鶴市の文化観光担当職員

2. 事例紹介 大之木小兵衛氏（株式会社大之木ダイモ代表取締役社長） 
高田真氏（アーキウォーク広島代表）

1. 基調講演 戸髙一成氏（呉市海事歴史科学館〈大和ミュージアム〉館長）

海自呉地方総監部第一庁舎（夕景）

海自呉地方総監部第一庁舎（夕景）



鎮守府日本遺産シンポジウム i n 呉

日本遺産鎮守府のストーリーを活かした

文化観光事業の今後の展望

「日本遺産創設10年」の節目の年に、文化庁により「重点支援地

域」に選定された鎮守府日本遺産のストーリー。

旧軍港四市（横須賀・呉・佐世保・舞鶴）の旧軍遺産を研究する

研究者による取組紹介と文化観光の現場の目線から、今後鎮守

府日本遺産のストーリーを核とする施策がどのように展開して

いくのか各市の展望について意見交換を行います。

場所：新日本造機ホール（呉市中央4-1-6）
ご利用時は市役所駐車場をご利用下さい（有料）

参加費：無料（事前申込制）

主催：旧軍港市日本遺産活用推進協議会

問合せ先：呉市文化振興課
Tel: 0823-25-3462　Mail: bunsin@city.kure.lg.jp

▼旧軍港四市 トークテーマ

お申し込み

プログラム等
詳細はこちら

呉

入船山記念館（旧呉鎮守府司令長官官舎洋館客室）

横須賀

世界三大記念艦「三笠」

舞鶴

舞鶴赤れんがパーク

佐世保

旧佐世保無線電信所（針尾送信所）

日本遺産「鎮守府」ってなんだろう？

明治期の日本は、近代国家として西欧諸国と対等に渡り

合うための海防力を備えることが急務でした。

そのため、国家のプロジェクトとして天然の良港を四つ

選び、築いたのが海軍のための港「軍港」です。

選ばれたのはいずれも静かな農漁村。そこに人と先端的

な技術をあつめ、海軍が運営する機関と一緒に水道や、

鉄道などのインフラを整備することで、日本の近代化を

象徴する四つのまちが誕生したのです。

百年を超えた今も現役で使用している施設も数多く残っ

ているのが、旧軍港四市の魅力です。時代の先端を走り、

躍動した往時の姿を残すまち並みは、どこか懐かしく、

今も訪れる多くの人を惹きつけます。

日時：令和7年12月7日（日）

第1部（研究発表）
9:00－12:00

「理系で読み解く日本遺産」をテーマに
旧軍遺産の最新の
調査・研究の成果をお伝えします

第2部（シンポジウム）
13:00－16:00

鎮守府日本遺産のストーリーを核とする
各市の取組や今後の
展望について話し合います


